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ソリューション・アーキテクチャー

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ン・アーキテクチャーは、 WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications ソリューション・モデル (「WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications ソリューション概説」を参照) から派生してい
ます。このアーキテクチャーは、次の図に示す、WebSphere Business Integration ソ
リューションにおいて産業間の関連を示すアーキテクチャー・マップにも従ってい
ます。
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WebSphere Business Integration ソリューション・アーキテクチャー・マップで明示
されているアーキテクチャー要素は次のとおりです。

v ソリューション・スタジオ層は、ソリューション・インダストリー・ライブラリ
ーに格納されている成果物の運用やカスタマイズ、さらには新規成果物の作成に
使用できる開発ツールのセットを提供します。

v インダストリー・ライブラリー層は、ビジネス・プロセス・テンプレート、コラ
ボレーション、ビジネス・オブジェクト、アダプターなど、WebSphere Business

Integration Collaborations for Telecommunications ソリューションを定義する成果
物を提供します。

2 ソリューション・アーキテクチャー



v ランタイム・ソリューション層は、特定のビジネス・インテグレーション・ソリ
ューション展開において論理コンポーネントの相互作用を規定する統合パターン
を定義します。この層の中で、ソリューション管理要素は、実行時にこれらのパ
ターンおよびコンポーネントを管理するためのツールを提供します。

v 共通ソリューションおよび統合サービス層には、ディレクトリー・サービス、メ
ッセージング・サービス、例外処理サービスなど、すべてのビジネス・インテグ
レーション・ソリューション展開に共通なサービスが格納されています。

v WebSphere プラットフォーム層は、WebSphere ソフトウェア・ファミリーに属す
る e-business 用のアプリケーションから構成されています。これらのアプリケー
ションは、サービスと論理コンポーネントを正しく運用するためのランタイム環
境を提供します。

v インフラストラクチャー層は、WebSphere プラットフォームに必要なハードウェ
アおよびソフトウェアのインフラストラクチャー要素から構成されています。

次の図に、Business Integration ソリューション・アーキテクチャーの論理ビューを
示します。この図では、インダストリー・ライブラリー層およびランタイム・ソリ
ューション層の要素がその所属する論理層に従って分類されています。

ソリューション・アーキテクチャー 3



次の図に、Business Integration ソリューションを構成する要素の相互作用を示しま
す。WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリュー
ション・アーキテクチャーの中核は、ダイアグラムの中央に示した Business

Integration Hub です。
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以降の節では、WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications ソリューション・アーキテクチャーの要素をさらに詳しく説明
します。

Business Integration Hub
Business Integration Hub のアーキテクチャーはフロー・コンポジション・モデルに
基づいています。フロー・コンポジション・モデルのコンテキストでは、ビジネス/

サービス (ビジネス・プロセスを含む) は 1 つ以上のビジネス機能を実行するエン
ティティーです。1 つの複雑なビジネス・サービスを他のビジネス・サービスから
構成する規則が、1 つのフロー・モデルにより記述されます。フロー・モデルは、
リンクで結ばれたノードから構成される有向グラフです。ノードはビジネス・サー
ビスを表し、リンクは、ビジネス・サービス間の制御および情報の流れ (フロー) を
表します。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネス・
インテグレーション・モデルでは、Business Integration Hub がさらに 2 つの層に分
割されます。プロセス・コレオグラフィー層は、一連のビジネス・プロセス・モデ
ルから構成され、アプリケーション/情報の統合層は一連のコラボレーション・モデ
ルから構成されています。フロー・コンポジション・モデルの中で、ビジネス・プ
ロセス・モデルはビジネス・プロセス・フローにより定義され、コラボレーショ
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ン・モデルはコラボレーション・フローにより定義されます。これら 2 つのフロー
の主要な相違は、ビジネス・プロセス・フローがビジネス・オペレーションのコン
テキストでのフローをモデルとし、ビジネス用語を使用しているのに対して、コラ
ボレーション・フローはアプリケーションと情報の統合をコンテキストとしたフロ
ーをモデルにしています。

技術的な観点から見ると、ビジネス・プロセス・フローは、粗めに捕らえたトップ
レベルのフローであり、特定のアプリケーションに依存しない戦略的ビジネス・プ
ロセスを規定しています。ビジネス・プロセス・フローは特定の順序に従います
が、この順序付けを定義しているのがコレオグラフィーです。eTOM はマクロ・フ
ロー自体を定義するものではなく、マクロ・フローのビジネス・アクティビティー
(顧客注文の処理や顧客サービスの提供など) を定義、分類しているに過ぎません。

アプリケーションの統合には、論理オペレーションを外部システムとの複雑な相互
作用にマッピングすることが必要となる場合が少なくありません。例えば、仕入れ
注文の作成には、仕入れ注文ヘッダーの作成と行項目の追加のためのアプリケーシ
ョンを必要とする場合があります。コラボレーション・フローを使用してビジネ
ス・プロセス・フローとアプリケーションを仲介することにより、ビジネス・プロ
セスを、既存のアプリケーションにより提供される従来型のビジネス機能から切り
離すことが可能になります。

コラボレーションには、アプリケーション・アダプターとしての役割もあります。
コラボレーション・フローを使用して、個々のアプリケーションが提供するビジネ
ス・サービスを集約することにより、ビジネス・プロセス・フローから要求される
高度なサービスをサポートすることができます。コラボレーション・フローは、ビ
ジネス・プロセス・フローのサブフローあるいはマイクロ・フローと見なすことも
できます。アプリケーションによっては、マイクロ・フローがアプリケーション自
体の中にすでに組み込まれている場合があります。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications の場合、ビジ
ネス・プロセス・フローとコラボレーション・フローの相違は、ビジネス・プロセ
ス・フローがビジネス・プロセス管理を目的にしているのに対して、コラボレーシ
ョン・フローの目的はアプリケーション提供のサービスにアクセスすることにあり
ます。

これら 2 つのタイプのフローを管理するため、Business Integration Hub には、
Choreography Manager と Collaboration Manager という 2 つのサブコンポーネント
があります。Choreography Manager は、ビジネス・プロセス・フローのインスタン
スを管理する実行時環境を提供し、Collaboration Manager はコラボレーション・フ
ローのインスタンスを処理します。

Choreography Manager
Choreography Manager は、ビジネス・プロセス・フロー・インスタンス用のランタ
イム環境を提供します。ビジネス・プロセス・フロー・インスタンスは、
Choreography Manager 運用時に展開できるビジネス・プロセス・フローを表すラン
タイム構成体です。Choreography Manager の役割は、ビジネス・プロセス・フロ
ー・インスタンスの解釈、追跡、その実行の管理、および実行結果としてのイベン
トのログ記録です。ビジネス・プロセス・フローに自動ビジネス・アクティビティ
ーが含まれていると、Choreography Manager は、適切な時点に適切なアクティビテ
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ィーを実行します。ビジネス・プロセス・フローに対話的ビジネス・アクティビテ
ィーが含まれていると、Choreography Manager は作業項目を作成し、作成した作業
項目を参加作業リストに登録します。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications は WebSphere

MQ Workflow Server をその Choreography Manager として使用します。WebSphere

MQ Workflow は、フロー・コンポジション・モデルの実装形態ですが、マクロ・フ
ローの管理をその機能としています。WebSphere MQ Workflow Buildtime ツールを
使用することにより、WebSphere MQ Workflow 用のビジネス・プロセス・フロー
を作成することができます。WebSphere MQ Workflow Server は、ビジネス・プロ
セス・モデル間をナビゲートすることにより、ビジネス・プロセス・フロー・イン
スタンスを処理します。アプリケーションが自動的に起動し、作業項目が作成され
て、関係する人々の作業リストに分配されます。

WebSphere MQ Workflow 実行時処理の詳細については、「Getting Started with
Runtime」というタイトルの WebSphere MQ Workflow 資料を参照してください。

Collaboration Manager
Collaboration Manager は、コラボレーション・フロー・インスタンス用のランタイ
ム環境を提供します。コラボレーション・フロー・インスタンスは、Collaboration

Manager 運用時に展開できるコラボレーション・フローを表すランタイム構成体で
す。Collaboration Manager の役割は、コラボレーション・フロー・インスタンスの
コラボレーション・フロー定義を解釈することです。コラボレーション・モデルは
ビジネス・オブジェクト・モデルと密接な関連を持つため、ビジネス・オブジェク
トを、連結しているアプリケーションに転送することも Collaboration Manager の役
割です。さらに、アプリケーション間の対話をモニターすること、アプリケーショ
ンとの対話を使用可能にしたり使用不可にすること、およびアプリケーション間で
渡される各ビジネス・オブジェクトに対してマッピングを指定することも
Collaboration Manager の役割です。

コラボレーションの主要な機能は、ビジネス機能の統合体としての働きです。ビジ
ネス機能が受ける応答は同期的な場合と非同期的な場合があります。非同期応答が
必要な場合には、Collaboration Manager は、適切なサービス要求元への応答の返却
を管理します。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ンは IBM WebSphere InterChange Server をその Collaboration Manager として使用
します。IBM WebSphere InterChange Server は、フロー・コンポジション・モデル
の実装形態ですが、マイクロ・フローを主要な処理対象としています。IBM

WebSphere InterChange Server は、コラボレーション・フロー・インスタンス用のラ
ンタイム環境を提供します。各コラボレーション・フロー・インスタンスをコラボ
レーション・オブジェクトと呼びます。コラボレーション・オブジェクトはコラボ
レーション・テンプレート A から作成されます。コラボレーション・テンプレート
は、Process Designer ツールを使用して作成されます。コラボレーション・テンプレ
ートには、コラボレーション・モデル内の情報がすべて格納されていますが、テン
プレート自体は実行可能ではありません。
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ソリューション管理
ソリューション管理層には、Choreography Manager および Collaboration Manager

などアーキテクチャー・コンポーネントを構成、管理するために使用されるツール
のセットが格納されています。WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications ソリューションの今回のリリースでは、この目的で 1 つにまと
められたツールは提供されていません。その代わりに、WebSphere MQ Workflow

および IBM WebSphere InterChange Server により提供される次のツールが付属して
います。

v WebSphere MQ Workflow Administration Utility

v IBM WebSphere Business Integration System Manager

WebSphere MQ Workflow Administration Utility
WebSphere MQ Workflow Administration Utility は、WebSphere MQ Workflow

Administration Server と連携して機能する WebSphere MQ Workflow システム管理
ツールです。MQSeries Administration Utility を使用することにより、MQSeries

Administration Server に対して、システムの運用可能プロパティー・リストの表示、
システム・コンポーネントの照会、停止、および開始、システム・レコードおよび
エラー・ログ・レコードへのアクセスを指示することができます。

WebSphere Business Integration System Manager
WebSphere Business Integration System Manager は、IBM WebSphere InterChange

Server を構成および管理するためのツールです。WebSphere Business Integration

System Manager を使用することにより、次の作業を実行できます。

v インストールされた複数の InterChange Server との接続

v コラボレーションおよびアダプターの表示、構成、設計

v マップ定義および関係定義の作成

v コラボレーション、コネクター、および InterChange Server の始動と停止

v コラボレーションおよびコネクターを実行、停止、および休止するスケジュール
の定義

v WebSphere Business Integration Server コンポーネントの動作状態の表示

v コネクターが受信したイベントに対応するプロセス・フローまたはコラボレーシ
ョンが受信したコールに対応するプロセス・フローのトレース

アプリケーション・アダプター
アプリケーション・アダプターは、Business Integration Hub がアプリケーションと
通信するとき、変換サービスを提供します。この結果、データはハブとアプリケー
ションの間を移動できます。具体的に説明すると、アプリケーション・アダプター
は、アプリケーションを Business Integration Hub の Collaboration Manager に接続
するコネクターを含んでいます。WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications のアプリケーション・アダプターは、IBM WebSphere Business

Integration Adapter のプログラミング・モデルに基づいて実装されています。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ンの運用時、各アプリケーションには、そのアプリケーションに固有なアダプター
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が必要です。WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications

は、電気通信関連のアプリケーション・アダプターのセットを提供しています。対
応するアダプターが存在していないアプリケーションに接続したい場合には、IBM

WebSphere Business Integration アダプター開発キットを使用することにより、アダ
プターを作成することができます。この開発キットは、WebSphere Business

Integration アダプターの開発に必要な API と基本コンポーネントから構成されてい
ます。アダプターの開発についての詳細は、「ソリューション・インプリメンテー
ション・ガイド」を参照してください。

ユーザー経験の統合
ユーザーと Business Integration Hub との対話を可能にするアーキテクチャー・コン
ポーネントのセットにより、ユーザー経験の統合がサポートされます。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications はユーザー経
験用のテンプレートを提供していませんが、この製品は WebSphere Portal Web

Server をユーザー経験用アーキテクチャー・コンポーネントとして使用していま
す。WebSphere Portal Server には ポータル・エンジンがあり、このエンジンの主要
な機能は、異なるソースからのコンテンツを集約し、集約されたコンテンツを複数
のデバイスに供給することです。さらに、ポータル・エンジンには、ポータル・ペ
ージのプレゼンテーション詳細をポートレットの特性から切り離す機能がありま
す。この分離により、各ポートレットは独立したコンポーネントとして開発、管理
することができます。また、このことにより、ポータル・サイト全体のために特化
されたポートレットを開発する作業を高速および容易にできます。

ポートレットは、ユーザーがそのポータル・ページを表示したときに見えるコンポ
ーネントです。ポートレットは電子メールの受信トレイほど単純にもでき、あるい
は ERP アプリケーションでの売上予測ほど多機能にもできます。技術的な観点か
ら見ると、ポートレットは Java のサーブレットによく似ていますが、ポートレット
が出力ページのサブセットだけを戻すところが違います。

B2B 統合
B2B 統合により、パートナーやサプライヤーと連絡を取り、提供されるサービスを
利用することができます。今回リリースされた WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications は、この層に対応するアーキテクチャー・コ
ンポーネントを提供していません。その代わりに、B2B サービスにアクセスする手
段として、Nightfire などのサード・パーティー・アプリケーションを使用していま
す。

共通ソリューションおよび統合サービス
共通ソリューションおよび統合サービス層は、WebSphere Business Integration Cross

Industry Solution Map に基づいて、Solution Manager 層用のサービスのセットを提
供します。このサービスのセットには、ディレクトリー・サービス、セキュリティ
ー・サービス、メッセージング・サービス、監査ログ・サービス、例外処理サービ
ス、プロセス管理サービス、ポータル・サービス、およびゲートウェイ・サービス
が含まれます。今回リリースされた WebSphere Business Integration Collaborations

for Telecommunications ソリューション・アーキテクチャーは、WebSphere MQ
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Workflow Server および IBM WebSphere InterChange Server により利用できるサー
ビス以外のサービスは提供していません。監査ログ・サービスとセキュリティー・
サービスの 2 つのサービスは、WebSphere MQ Workflow Server と IBM

WebSphere InterChange Server のどちらからも利用できます。これらサービスの詳細
については、WebSphere MQ Workflow Server および IBM WebSphere InterChange

Server の関連資料を参照してください。

ソリューション・スタジオ
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications のソリューシ
ョン・スタジオ層は、プロセスおよびプロセス・インスタンスの設計、展開、およ
び保守のためのツールのセットから構成されています。これらのツールは次のカテ
ゴリーに分類できます。

v プロセス・テンプレート開発ツール

v アダプター開発ツール

v ソリューション管理ツール

今回のリリースでは、個々のツールを連結した統合ツールは提供していません。そ
の代わりに、WebSphere MQ Workflow と IBM WebSphere InterChange Server シス
テムが提供するツールを利用できます。以降の節で、WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications でソリューションを開発するときに有用なツ
ールのセットについて説明します。

WebSphere MQ Workflow Buildtime
WebSphere MQ Workflow Buildtime は、WebSphere MQ Workflow システムを構成
するコンポーネントであり、プロセス・モデルの作成と編集用のグラフィカル・エ
ディターを提供します。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ンの運用時、WebSphere MQ Workflow Buildtime は、ビジネス・プロセス・フロー
のモデル化に使用できるツールとして機能します。WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications の事前に定義されたビジネス・プロセスを変
更するときにこの Buildtime ツールを使用することもできます。プロセスの定義や
再定義のとき、3 つの主要コンポーネントのプロパティーを定義または変更するこ
とが必要です。

v ビジネス・プロセス (アクティビティーを含む)

v 組織

v システム・リソース

Process Designer
Process Designer は、IBM WebSphere Business Integration Toolset に含まれており、
コラボレーション・テンプレートの作成と編集に使用できるグラフィカル・エディ
ターです。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ンは IBM WebSphere InterChange Server を使用して、コラボレーション・オブジェ
クト・フローを管理します。コラボレーション・オブジェクト・フローは、Process
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Designer を使用することにより設計できます。コラボレーション・オブジェクト・
フローの定義はコラボレーション・テンプレートに格納されています。

コラボレーション・テンプレートを作成するために Process Designer を使用する方
法の詳細については、「コラボレーション開発ガイド」を参照してください。

IBM WebSphere Business Integration Adapter 開発キット
Adapter 開発キットは、アプリケーション・アダプターの開発に使用できるアダプタ
ー API のセットです。

これは、新しいアダプターを作成するときの基本コンポーネントです。WebSphere

Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューションには、電
気通信業界で共通に使用できるアプリケーション用のアプリケーション・アダプタ
ーのセットが格納されています。対応するアダプターがまだ存在していないアプリ
ケーション用にアダプターが必要な場合、アダプター開発キットを使用することに
より、アダプターを作成することができます。

アダプター・テンプレートを作成するために IBM WebSphere Business Integration

Adapter 実装ツールキットを使用する方法の詳細については、「Adapter

Development Guide」を参照してください。

IBM WebSphere Business Integration Modeler
IBM WebSphere Business Integration Modeler (旧称 Holosofx BPM Workbench) は業
種に依存しないプロセス・モデリング・ツールであり、以下の機能を備えていま
す。

v ビジネス・ユニットおよび IT ユニット用の共通ワークベンチ

v 強力な分析機能

v アニメーション式シミュレーション

v グラフィックおよび表形式の詳細なレポート

v ユーザー・インターフェース設計

v 迅速なアプリケーション開発用のツールにエクスポートする機能

v 主要なワークフロー・エンジンとの統合

IBM WebSphere Business Integration Modeler は、WebSphere MQ Workflow Server

と緊密に統合できます。IBM WebSphere Business Integration Modeler でプロセス・
フローを実装、シミュレート、および分析し、その後、このプロセスを、WebSphere

MQ Workflow FDL ファイルとしてエクスポートできます。エクスポートされたフ
ァイルは、WebSphere MQ Workflow Server 上で実行できます。

IBM WebSphere Business Integration Modeler の詳細については、
www.ibm.com/software/integration/wbimodeler/ を参照してください。
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インダストリー・ライブラリー
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ンは、電気通信事業者用ビジネス・インテグレーション・ソリューションの統合に
使用できる成果物のセットを格納しています。この成果物のセットは、ソリューシ
ョン・モデルとソリューション・アーキテクチャーに基づいています。これらの成
果物は、ソフトウェア成果物とテキスト成果物の 2 つのタイプに大別されます。こ
れらの成果物が全体としてインダストリー・ソリューション・ライブラリーを形成
しています。

WebSphere Business Integration のインダストリー・ソリューション・ライブラリー
は、ソリューション・モデルのセットから構成されています。各ソリューション・
モデルは 1 つのカスタマイズ可能なテンプレートとして設計され、そのテンプレー
トを使用することにより、ビジネス・インテグレーション・ソリューションの開発
を促進できます。WebSphere Business Integration の各ソリューション・インダスト
リーの内部には、インダストリー・ソリューション・ライブラリーの特定のサブセ
ットとして、次のテンプレートが利用できます。

v ビジネス・プロセス・テンプレート

v コラボレーション・テンプレート

v ビジネス・オブジェクト・テンプレート

v アプリケーション・アダプター

この他に、WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソ
リューションには次のテキスト成果物があります。

v ビジネス・プロセス・ユース・ケース・モデル

v ビジネス・サービス参照

以降の節ではこれらの成果物の詳細について説明します。

ユース・ケース・モデル
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソリューショ
ンでは、ビジネス・プロセス・ユース・ケース・モデルによりビジネス・プロセ
ス・アクティビティーを規定します。各ユース・ケース・モデルは、1 つのビジネ
ス・プロセスを構成するビジネス・アクティビティーと、各アクティビティーの代
表的な順序を規定します。このビジネス・プロセス・モデルを実装する企業がビジ
ネス・アクティビティーの実行順序を変更したい場合があると想定されています。
したがって、ソリューション・アーキテクチャーには、サイト固有のプロジェクト
で変更を実施するための機能が組み込まれています。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネス・
プロセス・ユース・ケース・モデルはドキュメントとして提供されます。このドキ
ュメントには、この Telecommunications 製品のインダストリー・ソリューション・
ライブラリーに格納されている各インダストリー・ビジネス・プロセス・テンプレ
ート用ユース・ケースの概念的な概要と内容が記述されています。
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ビジネス・プロセス・テンプレート
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネス・
プロセス・テンプレートは、 WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications のインダストリー・ソリューション・ライブラリー内でバンド
ルされています。ビジネス・プロセス・テンプレートは、ビジネス・プロセス・モ
デルを格納している送達可能アイテムです。各ビジネス・プロセス・テンプレート
は、 WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネ
ス・プロセス・ユース・ケース・モデルで規定されているビジネス・プロセス・ユ
ース・ケース・モデルに基づくビジネス・プロセスのモデルを表します。WebSphere

Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネス・プロセス・
テンプレートは、FDL ファイルとして送達されます。これらの FDL ファイルは、
ビジネス・プロセス・インスタンスとして WebSphere MQ Workflow Server に導入
できます。

コラボレーション・テンプレート
コラボレーション・テンプレートは、WebSphere Business Integration Collaborations

for Telecommunications のインダストリー・ソリューション・ライブラリー内でバン
ドルされています。コラボレーション・テンプレートは、コラボレーション・モデ
ルを格納している送達可能アイテムです。コラボレーション・テンプレートは、ビ
ジネス・プロセス・アクティビティーをサポートするための細分アプリケーション
機能統合に必要なコラボレーションを定義します。WebSphere Business Integration

System Manager を使用することにより、コラボレーション・テンプレートからコラ
ボレーション・オブジェクトを作成できます。コラボレーション・オブジェクト
は、IBM WebSphere InterChange Server 上で実行されるアプリケーション統合プロ
セスのインスタンスです。

ビジネス・サービス
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネス・
サービスは、WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications

ソリューションのすべてのビジネス・サービスを規定している「ソリューション・
インプリメンテーション・ガイド」に記述されているテキスト参照です。ビジネ
ス・サービスは、集約関数の機能を規定します。ビジネス・アクティビティーをサ
ポートするために提供されるサービスの入力、出力、およびタイプがビジネス・サ
ービスにより定義されます。また、ビジネス・サービスをサポートするコラボレー
ション・テンプレート用マップも提供します。

各ビジネス・サービスは自動ビジネス・プロセス・アクティビティーと 1 対 1 の
関係を持っています。新しいビジネス・プロセスを作成するとき、ビジネス・サー
ビスを基準に使用することができます。

汎用ビジネス・オブジェクト・テンプレート
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications の汎用ビジネ
ス・オブジェクト (GBO) テンプレートは、WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications のインダストリー・ソリューション・ライブ
ラリー内でバンドルされています。WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications の GBO テンプレートは、Telco 汎用ビジネス・オブジェクト・
モデルを表す送達可能アイテムです。GBO テンプレートはいろいろなフォーマット
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で送達されます。WebSphere Business Integration Server GBO、FDL ファイルで定義
されるワークフロー・メッセージ、クラス・ダイアグラムのオブジェクト・モデル
などがその例です。

v ソリューション概説

v ソリューション・インプリメンテーション・ガイド
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特記事項および商標

特記事項
本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032
東京都港区六本木 3-2-31
IBM World Trade Asia Corporation
Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム（本プログラムを含む）との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Burlingame Laboratory Director
IBM Burlingame Laboratory
577 Airport Blvd., Suite 800
Burlingame, CA 94010
U.S.A

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

著作権使用許諾
本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
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プログラミング・インターフェース情報
プログラミング・インターフェース情報は、プログラムを使用してアプリケーショ
ン・ソフトウェアを作成する際に役立ちます。

一般使用プログラミング・インターフェースにより、お客様はこのプログラム・ツ
ール・サービスを含むアプリケーション・ソフトウェアを書くことができます。

ただし、この情報には、診断、修正、および調整情報が含まれている場合がありま
す。診断、修正、調整情報は、お客様のアプリケーション・ソフトウェアのデバッ
グ支援のために提供されています。

警告: 診断、修正、調整情報は、変更される場合がありますので、プログラミン
グ・インターフェースとしては使用しないでください。
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